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再
び
二
宮
神
社
の
算
額
の 

掲
額
者
に
つ
い
て 

 

あ
き
る
野
市
の
二
宮
神
社
の
算
額
の
掲
額
者
に

つ
い
て
は
本
誌
第
15
号
で
、「
八
王
子
小
比
企
邑
染

谷
姓
門
弟
で
、
信
州
水
内
郡
参
歳
村(

長
野
市)

の
白

澤
五
郎
右
衛
門
、
當
国
小
川
村(

あ
き
る
野
市
小
川)

の
小
林
清
左
衛
門
、同
国
森
山
村
の
岸
野
淺
右
衛
門
、

同
国
谷
入
村
の
東
市
之
助
の
四
名
の
名
が
あ
り
ま
す
。

森
山
村
と
谷
入
村
の
所
在
地
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
記
し
た
が
、
そ
の
後
森
山
村
は
あ
き
る
野

市
下
草
花
の
小
字
、
谷
入

や
の
い
り

村
は
旧
下
平
井
村
の
小
字

で
現
在
の
日
の
出
町
平
井
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。 

後
者
に
つ
い
て
は
「
谷
入

や
の
い
り

会
館
」
と
い
う
の
が
現

在
も
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
は
「

東
ひ
が
し

」
姓
の
家
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
近
く
の
祥
雲
寺
に
は
東
姓
の
墓
地

が
何
件
か
あ
り
ま
し
た
が
、
掲
額
の
寛
政
六
年(

一
七

九
四)

か
ら
幕
末
ま
で
位
の
墓
は
確
認
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
東
姓
の
家
を
訪
ね
ま
し
た
が
算
額

掲
額
の
家
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

さ
て
、
15
号
で
は
「
染
谷
」
に
つ
い
て
も
少
し
述

べ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
『
新
八
王
子
市
史
』
に
あ

る
記
述
の
信
憑
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。『
新
八
王
子

市
史
』
の
記
述
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

染
谷
と
は
八
王
子
の
小
比
企
村
出
身
の
天
文
暦

学
者
染
谷
春
房
の
こ
と
で
あ
る
。
塩
野
適
斎
著
『
桑

都
日
記
』
に
は
適
斎
の
養
父
鶏
沢

け
い
た
く

（
筆
者
注
、
周
蔵

光
迪

み
つ
の
ぶ

）
が
天
文
暦
数
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
鶏
沢
が
指
導
を
受
け
て
い
た
の
が
、
こ

の
染
谷
で
あ
っ
た
（『
桑
都
日
記
』）。 

上
小
山
田
村
（
町
田
市
）
出
身
の
国
学
者
小
山
田

与
清

と
も
き
よ

は
、
鶏
沢
が
師
の
染
谷
か
ら
関
孝
和
自
筆
の

『
大
成
算
経
』
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
を
記
録
と
し
て

残
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
享
和
二
年(

一
八
〇
二)

に

最
上
徳
内
が
幕
府
の
官
材
伐
出
御
用
で
八
王
子
を
訪

れ
た
際
、
鶏
沢
と
徳
内
は
交
友
を
深
め
、
帰
府
の
折

に
は
『
大
成
算
経
』
を
惜
別
の
品
と
し
て
送
っ
た
と

い
う
。
鶏
沢
は
全
四
三
巻
に
及
ぶ
関
孝
和
の
自
筆
本

の
う
ち
散
逸
し
て
い
た
三
巻
分
を
所
有
し
て
い
た
。

鶏
沢
所
有
の
『
大
成
算
経
』
に
は
「
染
谷
子
此
書
を

以
て
余
に
授
く
。
曰
是
則
関
子
豹
先
生
自
筆
之
秘
書

也
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
実
物
は
伝
わ
っ

て
い
な
い
。
小
山
田
の
記
録
に
よ
る
と
染
谷
は
関
孝

和
に
指
導
を
受
け
た
相
模
国
久
保
沢
村
（
相
模
原
市

緑
区
）
の
石
谷
昌
益
を
師
に
持
ち
、
石
谷
か
ら
関
流

の
秘
書
を
授
け
ら
れ
た（
小
山
田
与
清『
松
屋
筆
記
』）。

『
松
屋
筆
記
』
の
記
載
を
裏
付
け
る
資
料
は
伝
存
し

て
い
な
い
が
、
二
宮
神
社
の
算
額
と
合
わ
せ
て
、
多

摩
地
域
の
和
算
の
系
譜
を
知
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り

と
な
ろ
う
。 

  

こ
こ
に
あ
る
『
松
屋
筆
記
』
を
元
に
し
た
棒
線
部

分
の
記
述
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
小
山
田
与
清(

天

明
三
年(

一
七
八
三)

～
弘
化
四
年(

一
八
四
七))

は
江

戸
時
代
後
期
の
国
学
者
で
、
武
蔵
国
多
摩
郡
上
小
山

田
村
（
現
・
東
京
都
町
田
市
）
出
身
。『
松
屋
筆
記
』

は
い
わ
ゆ
る
雑
学
本
で
、
文
化
十
五
年
か
ら
弘
化
二

年
こ
ろ
ま
で
の
約
三
十
年
間
に
わ
た
り
、
古
今
の
書

物
の
記
事
を
抜
き
書
き
し
、
考
証
・
論
評
な
ど
を
加

え
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。 

当
該
部
分
を
都
立
図
書
館
に
行
き
探
し
て
き
た

の
で
そ
の
部
分
を
左
に
示
し
た
い
。 

 

【
小
山
田
与
清
『
松
屋
筆
記
』（
第
二
巻
）
の
当
該
部
分
】 

（
八
）
算
學
珠
盤 

學
令
に
凡
算
經
孫
子
五
曹
九
章

海
島
六
章
綴
術
三
開
重
差
周
髀
九
司･･･

（
略
）･･･

日
本
書
記
は
宣
明
暦
に
据
ら
れ
た
れ
ど
は
や
く
周
髀

傳
は
れ
る
を
お
も
へ
ば
暦
日
推
歩
の
術
な
し
と
も
い

ふ
べ
か
ら
ず
吉
備
公
傳
來
の
天
文
暦
數
は
三
善
小
槻

賀
茂
安
倍
な
ど
そ
の
家
業
分
れ
こ
し
を
や
ゝ
衰
微
の
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後
寛
文
延
寶
の
比
山
城
國
嵯
峨
の
吉
田
光
由
と
い
ふ

者
算
法
統
宗
に
据
て
塵
劫
記
を
作
れ
り
廣
益
書
籍
目

録
七五

丁の

右巻
算
書
部
に
三
塵
劫
記
大
本
小
本
吉
田

七
兵
衛
作
と
あ
れ
ば
三
巻
な
り
け
ん
を
群
書
一
覧

十六

七の

丁巻

左九
に
一
巻
と
記
せ
る
は
未
見
闇
推
の
説

也
（
こ
の
後
「
古
本
塵
劫
記
の
跋
に
金
の
な
る
木
の

圖
あ
り
て･･･

此
跋
の
一
葉
最
上
徳
内
相
模
國
に
て

得
つ
と
て
珍
蔵
せ
り
」
と
あ
る
）
然
て
後
に
は
算
書

塵
劫
記
を
も
て
題
目
と
せ
ざ
る
は
少
し
暦
學
は
上
古

簡
疎
な
る
も
世
々
を
歴
て
精
密
に
な
り
も
て
き
宋
世

朱
松
庭
郭
守
敬
な
ど
天
元
招
差
の
術
を
興
し
授
時
暦

を
作
り
出
て
よ
り
今
に
そ
の
流
を
汲
ざ
る
者
な
し
西

洋
暦
の
本
輪
均
輪
の
説
清
國
の
橢
圓
の
説
各
別
な
れ

ど
本
源
は
授
時
暦
盈
縮
の
説
を
ま
ぬ
か
れ
ず
本
朝
元

禄
の
比
關
新
助
藤
原
孝
和
傑
出
し
て
點
竄
術
を
作
り

又
上
は
天
文
下
は
地
球
の
術
を
研
究

キ
ハ
メ

大
成
纂
徑
四
十

三
巻
を
作
成
せ
る
に
其
中
三
巻
逸
し
て
傳
ら
ざ
る
を

徳
内
武
蔵
多
摩
郡
八
王
子
宿
の
盬
野
光
迪
が
許
に
て

關
氏
の
手
澤
本
三
巻
を
得
た
り
光
迪
が
跋
に
光
迪
嘗

學
二

算
術
於
染
谷
子
一

染
谷
子
名
春
房
武
之
八
王
子

郷
横
山
庄
小
比
企
邑
之
人
也
一
日
染
谷
子
以
二

此
書

一

授
二

于
余
一

曰
是
則
關
子
豹
先
生
自
筆
之
秘
書
也
我

學
二

算
於
相
之
凹
澤
邑
石
谷
昌
益
子
一

昌
益
子
學
二

算

於
關
先
生
一

是
以
所
二

傳
來
一

之
書
也
我
老
矣
吾
子
秘

藏
哉
於
レ

是
光
迪
受
レ

之
藏
レ

匱
也
多
年
矣
享
和
壬
戌

之
秋
最
上
君
督
二

官
材
一

經
レ

年
在
二

于
此
郷
一

傾
蓋
如

レ

故
時
々
往
來
情
好
日
密
癸
亥
之
秋
竣
レ

事
歸
二

于
江

都
一

臨
レ

別
不
レ

堪
二

戀
々
之
意
一

光
迪
甞
聞
富
貴
者
送

レ

人
以
レ

財
仁
者
送
レ

人
以
レ

言
光
迪
不
レ

能
二

富
貴
一

又
不
レ

能
下

竊
二

仁
者
之
號
一

送
レ

君
以
上
レ

言
因
聊
取
二

此
一
冊
一

以
爲
レ

贐
享
和
癸
亥
秋
七
月
武
中
八
王
子

郷
盬
野
光
迪
謹
識
と
見
ゆ
光
迪
俗
稱
周
藏
八
王
子
千

人
同
心
組
頭
也
千
葉
玄
之
が
唐
詩
選
掌
故
に
跋
せ
る

人
也
右
の
關
孝
和
は
關
流
算
學
の
祖
也
其
門
に
荒
木

村
英
建
部
賢
之
同
賢
弘
三
俟
久
長
澤
口
一
之
青
山
利

永
な
ど
世
に
聞
ゆ
賢
弘
門
人
に
中
根
上
右
衛
門
璋
あ

り
近
江
淺
井
郡
の
産
に
て
醫
を
業
と
し
て
中
根
元
圭

と
稱
す
暦
算
の
學
に
秀
て
正
徳
元
年
大
坂
銅
座
の
大

戸
棚
役
に
登
用
せ
ら
る
享
保
六
年
幕
府
召
見
あ
り
し

に
應
對
御
旨
に
叶
ひ
家
業
を
も
て
眤
近
し
奉
り
毎
年

黄
金
三
百
兩
を
賜
り
て
俸
禄
に
宛
た
ま
へ
り
同
十
七

年
五
月
奉
レ

教
伊
豆
國
下
田
邑サ

ト

に
く
だ
り
天
地
日
月

星
辰
を
測
量
す
其
時
の
上
書
の
文
（
後
略
） 

  
少
し
意
味
の
わ
か
ら
な
い
個
所
も
あ
る
が
こ
こ
ま

で
と
し
た
い
。『
大
成
算
経
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
佐

藤
健
一
監
修
『
和
算
の
事
典
』
に
、「
建
部
賢
明
が
ま

と
め
た
『
建
部
氏
伝
記
』（
正
徳
五(

一
七
一
五)

年
）

に
よ
れ
ば
、
本
書
は
天
和
三(

一
六
八
三)

年
頃
か
ら

関
孝
和
、
建
部
賢
弘
、
建
部
賢
明
の
三
人
で
編
集
を

始
め
、
建
部
賢
弘
が
中
心
と
な
っ
て
元
禄
の
中
頃
ま

で
に
十
二
巻
の
編
集
が
終
わ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら

賢
弘
は
職
務
多
忙
と
な
り
、
関
も
病
気
に
な
っ
た
の

で
、
賢
弘
の
兄
賢
明
一
人
で
取
り
組
み
、
宝
永
七
（
一

七
一
〇
）
年
頃
に
二
十
巻
の
本
書
を
完
成
し
た
と
い

う
」
と
あ
り
ま
す
。『
松
屋
筆
記
』
は
元
禄
の
比(

頃)

で
、
四
十
三
巻
と
あ
っ
て
食
い
違
い
ま
す
。
ま
た
、

関
孝
和
に
指
導
を
受
け
た
と
い
う
石
谷
昌
益
と
い
う

人
物
は
和
算
関
係
で
い
く
ら
調
べ
て
も
不
明
で
す
。 

 

や
は
り
、『
松
屋
筆
記
』
の
信
憑
性
は
低
い
と
思
わ

れ
ま
す
。 
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

白
石
長
忠
の
墓
を
探
す 

  

三
上
義
夫
の
「
東
京
府
下
の
数
学
史
蹟
」（
萩
野
公

剛
『
郷
土
数
学
の
文
献
集
⑵
』）
に
、
白
石
長
忠
の
墓

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

  

白
石
長
忠
は
「
社
盟
算
譜
」
等
の
著
者
で
、
日
下

門
中
で
も
内
田
五
観
と
並
ん
で
名
声
隆
々
た
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。
白
石
の
墓
は
角
筈
の
多
聞
院
に
あ

り
ま
す
。
白
石
の
実
父
は
仁
木
一
斎
と
云
っ
て
医
者

で
あ
り
ま
し
た
が
、
長
忠
は
白
石
家
の
養
子
に
な
り

ま
し
た
。
白
石
の
墓
に
は
実
父
夫
妻
と
養
父
母
、
そ

れ
か
ら
白
石
夫
妻
の
法
名
が
合
刻
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

他
の
一
墓
に
は
実
兄
や
先
妻
、
子
女
、
他
家
へ
養
子

に
行
っ
た
も
の
な
ど
が
、
合
刻
し
て
あ
り
ま
す
。
こ

う
云
ふ
墓
表
は
誠
に
珍
し
い
。
白
石
は
誠
に
夫
人
運

の
悪
い
人
で
、
幾
人
も
亡
く
な
っ
て
居
り
ま
す
。
門

人
の
池
田
貞
一
の
家
と
も
縁
組
が
込
入
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。『
林
鶴
一
博
士 

和
算
研
究
集
録
』
に

拠
る
と
、
白
石
は
上
州
算
家
の
中
に
挙
げ
て
あ
り
ま

す
が
、
白
石
は
清
水
卿
家
臣
で
、
卿
の
知
行
が
上
州

に
あ
っ
た
せ
い
か
、
白
石
は
上
州
の
算
家
と
の
関
係

は
深
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
上
州
人
で
は
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
白
石
の
墓
表
に
は 

 

松
樹
院
隣
々
英
源
居
士
、
文
久
二
戌
年
七
月
三
日 

と
あ
り
ま
す
。
享
年
六
十
九
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
末

子
で
相
続
し
た
白
石
そ
め
女
（
大
正
十
五
年
七
十
一

歳
）
を
千
葉
市
寒
川
の
寓
居
に
訪
れ
た
時
の
談
で
あ 

り
ま
す
。七
歳
で
父
を
喪
ふ
た
と
も
語
ら
れ
ま
し
た
。 

  

こ
の
記
述
を
も
と
に
、
白
石
長
忠
の
墓
を
探
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。「
角
筈
の
多
聞
院
」
は
甲
州

街
道
沿
い
の
角
筈
（
現
在
の
新
宿
区
西
新
宿
）
に
あ

っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
の
大
空
襲
で

全
て
を
焼
失
し
、
同
二
十
四
年
の
区
画
整
理
で
世
田

谷
区
北
烏
山
の
寺
町
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
移
転
に

伴
い
本
当
に
墓
が
あ
る
の
か
少
し
心
配
で
し
た
。 

 

訪
ね
て
み
る
と
、
墓
域
は
そ
れ
な
り
に
広
い
の
で

端
か
ら
探
す
の
は
大
変
と
思
い
、
情
報
を
得
よ
う
と

住
職
の
住
ま
い
を
訪
ね
ま
し
た
。
生
憎
住
職
は
不
在

で
奥
様
に
応
対
し
て
頂
き
ま
し
た
が
結
局
不
明
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
仕
方
な
く
片
っ
端
か
ら
探
す
こ
と

に
し
、
全
体
の
四
分
の
三
位
探
し
た
と
こ
ろ
で
見
つ

け
ま
し
た
。
三
上
の
言
う
よ
う
に
二
墓
あ
り
、
共
に

台
座
に
「
白
石
氏
」
と
大
き
く
あ
り
ま
し
た
。 

            

白
石
長
忠
等
の
墓
の
表
面
の
刻
印
を
わ
か
る
範
囲
で

次
に
示
し
ま
す
。 

       

松
樹
院
が
長
忠
で
す
。
椿
樹
院
は
長
忠
の
妻
で
あ
ろ

う
。
な
お
こ
の
墓
の
右
側
面
に 

と
あ
る
の
は
三
上
の
既
述
の
「
白
石
そ
め
女
」
で
あ

ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ
の
時
ま
で
白
石
家
は
存
続
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

最
後
に
長
忠
に
つ
い
て
、『
和
算
の
歴
史
』（
平
山

諦
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
か
ら
引
用
し
て
次
に
示
し

た
い
。 

白石氏墓（北烏山寺町 多聞院） 

（左が長忠等の墓、右は実兄や先妻等の墓） 

白石長忠等の墓 

持
源
院
一
□
長
□
居
士 

文
政
六 

持
徳
院
一
阿
□
□
大
姉 

天
保
四 

春
静
院
□
林
道
□
居
士 

文
政
四
年
辛
巳
正
月
十
八
日 

秋
光
院
□
□
□
□
大
姉 

文
化
六
年
己
巳
九
月 

松
樹
院
隣
々
英
源
居
士 

文
久
二
戌
年
七
月
三
日 

椿
樹
院
悠
々
秀
雲
大
姉 

嘉
永
四
年
辛
亥
正
月
□ 

 

法
輪
院
自
芳
妙
染
信
女 

昭
和
四
年
三
月
六
日 

俗
名
染
□ 
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和
田
寧
の
門
に
学
ん
だ
人
の
う
ち
最
も
秀
で
た
一

人
は
白
石
長
忠
で
あ
る
。
長
忠
は
は
じ
め
横
井
時
信

に
学
び
、
次
い
で
日
下
誠
の
門
に
入
っ
た
が
、
誠
の

勧
め
で
、
文
政
三
年
四
月
に
和
田
寧
か
ら
円
理
豁
術

の
伝
を
受
け
た
。
清
水
卿
に
仕
え
、
江
戸
に
い
た
。

文
久
二
年
七
月
三
日
、
年
六
七
で
歿
し
た
。 

 

白
石
長
忠
に
は
多
く
の
著
書
が
写
本
と
し
て
伝
わ

っ
て
い
る
が
、出
版
さ
れ
た
の
は
次
の
三
種
で
あ
る
。 

 

文
政
十
年
『
社
盟
算
譜
』
白
石
長
忠
編
、
池
田
貞

一
訂 

 

文
政
十
一
年
『
温
知
算
叢
』
白
石
長
忠
閲
、
木
村

尚
寿
著
、
原
賀
度
訂 

 

文
政
十
三
年
『
算
法
雑
爼
』
白
石
長
忠
閲
、
岩
井

重
遠
編
、
市
川
行
英
訂 

閲
、
編
、
著
、
訂
者
名
が
入
っ
て
い
る
が
、
実
の
著

者
は
白
石
長
忠
自
身
で
あ
る
こ
と
は
、
古
文
書
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
か
か
る
例
は
内
田
五
観
、
長
谷
川

寛
の
著
書
に
も
見
ら
れ
た
。 

  

こ
こ
に
出
て
く
る
池
田
貞
一
・
木
村
尚
寿
著
・
原

賀
度
・
岩
井
重
遠
・
市
川
行
英
ら
は
長
忠
の
高
弟
で

上
毛
で
和
算
の
最
後
を
飾
っ
た
人
た
ち
で
す
。 

  

な
お
、
北
烏
山
の
寺
町
は
勤
務
し
て
い
た
会
社
の

近
く
で
、
よ
く
昼
休
み
に
散
歩
に
行
っ
た
所
で
す
。

十
数
年
振
り
に
訪
ね
ま
し
た
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 

パ
ス
カ
ル
の
計
算
機 

  

イ
タ
リ
ア
に
長
年
滞
在
さ
れ
て
い
る
知
人
か
ら
、

パ
リ
の
工
芸
技
術
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
パ
ス

カ
ル
の
歯
車
式
計
算
機
「
パ
ス
カ
リ
ー
ヌ
」
の
写
真

を
メ
ー
ル
で
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
少
し
述
べ
ま

す
。 「

人
間
は
考
え
る
葦
で
あ
る
」
で
有
名
な
ブ
レ
ー

ズ
・
パ
ス
カ
ル(

一
六
二
三
～
六
二)

は
一
六
四
二
年

の
十
九
歳
の
と
き
、
財
務
官
で
あ
っ
た
父
の
仕
事
を

楽
に
し
よ
う
と
六
桁
の
計
算
機
を
発
明
し
た
。
調
べ

る
と
一
六
五
二
年
ま
で
に
五
十
台
も
の
試
作
機
パ
ス

カ
リ
ー
ヌ
を
作
っ
た
が
、
売
れ
た
の
は
一
ダ
ー
ス
強

で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
高
価
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

加
減
算
し
か
で
き
ず
、
減
算
の
や
り
方
が
難
し
か
っ

た
こ
と
が
原
因
と
あ
り
ま
す
。 

 
パ
ス
カ
リ
ー
ヌ
は
十
進
数
を
使
っ
た
機
械
で
、
当

時
の
フ
ラ
ン
ス
の
通
貨
（
リ
ー
ブ
ル
）
は
十
進
数
で

は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
（
十
二
進
数
）
と
似

て
い
た
。
従
っ
て
金
額
を
計
算
す
る
の
に
パ
ス
カ
リ

ー
ヌ
を
使
う
に
は
計
算
結
果
を
更
に
変
換
す
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
扱
い
が
難
し
か
っ
た
と
も
い
い
ま
す
。 

 

最
初
の
パ
ス
カ
リ
ー
ヌ
は
五
個
の
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ

り
、
後
に
は
六
ダ
イ
ヤ
ル
や
八
ダ
イ
ヤ
ル
の
も
の
が

作
ら
れ
て
い
て
、最
大
の
も
の
で 9,999,999 

ま
で

の
数
値
を
扱
う
こ
と
が
出
来
た
。
各
ダ
イ
ヤ
ル
は
数

値
の
う
ち
の
一
桁
に
対
応
し
、
計
算
結
果
は
上
部
の

窓
に
表
示
さ
れ
る
。
歯
車
は
一
方
向
に
し
か
回
ら
な

い
た
め
、
負

の
値
を
直
接

計
算
す
る
こ

と
は
で
き
ず

減
算
を
す
る

に
は
9
の

補
数
表
現
に

し
て
加
算
す

る
必
要
が
あ

っ
た
と
い
い

ま
す
。 

 

欠
点
は
あ

る
に
せ
よ
、

十
九
歳
で
世

界
初
の
計
算

機
を
作
る
と
は
や
は
り
天
才
そ
の
も
の
で
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

前
号(

65
号)

で
西
多
摩
の
和
算
の
わ
ず
か
な
痕

跡
と
し
て
五
日
市
の
「
石
川
次
郎
左
衛
門
」
の
こ
と

を
書
き
ま
し
た
。
昨
日(

12
月
23
日)

、
文
献
に
あ

る
寶
泉
寺(

引
田)

に
行
き
墓
探
し
を
し
ま
し
た
が
残

念
な
が
ら
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
献
内
容
か

ら
再
検
討
が
必
要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

パ
ス
カ
ル
の
計
算
機
の
写
真
を
初
め
て
み
て
感

激
し
ま
し
た
。
知
人
に
は
以
前
ロ
ー
マ
の
そ
ろ
ば
ん

の
写
真
も
い
た
だ
き
ま
し
た(

45
号
参
照)

。
知
人
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

パスカルの 6 桁の歯車式計算機 


